
【森林科学】コースのスケジュール

開始 終了 説明内容

10:25 10:35 研究本部、試験場の紹介
・森林研究本部の紹介

・林業試験場の紹介

10:35 10:40
試験区分 【森林科学】 の
紹介

・募集要項により説明

10:40 11:05 職場紹介
・若手研究員からの職場紹介

・林業試験場紹介動画

11:05 11:25 質疑応答 ※ 最大12:00まで延長可



森林研究本部
 の御紹介

地方独立行政法人

北海道立総合研究機構

Forest Research Department



林業試験場
Forestry  Research  Institute

林産試験場
Forest  Products  Research  Institute

森林研究本部
Forest  Research  Department

道総研森林研究本部は、北海道の森林づくりと林産物の
利用に関する研究開発や技術支援等を通して、

道内の林業・木材産業等の振興及び道民生活の向上に
寄与することを使命としています。
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森林研究
本部長

総務部

企画調整部

総務課

企画G

普及Ｇ

道南・道東・道北支場

森林経営部

保護種苗部

森林環境部
副場長

林業試験場
場長

林産試験場
場長

総務部／企業支援部

性能部

利用部

技術部

兼務

２２名

３８名

８２名

６０名

森林研究本部の体制

R7.8.1.現在



道南支場 道東支場 道北支場

（函館市） （新得町） （中川町） 5

林業試験場 Forestry  Research  Institute

（美唄市光珠内町）

本 場



林業試験場 Forestry  Research  Institute

本  庁  舎

林業機械等設備格納庫

林業試験場 本場 （美唄市光珠内町）

研修宿舎
実験苗畑

試験林・クローン集植所

実  験  林

緑化樹見本園

緑の情報館

実験研修棟



■森林資源情報の取得技術の開発

■造林作業の機械化・軽労化技術の開発

■人工林の育成技術

■木質バイオマスの効率的な集荷
UAV撮影データ＋AI
による樹冠区分

効率的で労働負担
の少ない造林作業
システムの構築
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森林経営

育収穫予測ソフトの開発

営



苗
■優良品種の開発

■コンテナ苗の生産技術

■育種利用に向けた遺伝子情報の解明
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育種・育苗

種

遺

コンテナ苗の
育苗期間の短縮

グイマツ葉緑体ゲノム解析

グイマツ雑種F1 クリーンラーチ

カラマツ類の優良品種の開発



虫 病

獣

■病虫害の把握と防除

■エゾシカ、野ネズミ被害の把握と防除

カラマツコンテナ苗の
育苗期間の短縮 9

森林保護

エゾシカ被害防除

トドマツ根株腐朽

カラマツヤツバキクイムシ
被害の解析と対策



森林環境

胆振東部地震による崩壊地での
森林再生手法の検討

災

風
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風倒害リスクの評価と低減技術

樹木内部欠陥非破壊簡易診断装置の
開発と商品化

■崩壊斜面における植生回復手法の開発

■防災林の機能解明と更新技術の開発

■風倒害リスクの低減技術の開発

■樹木内部欠陥非破壊診断装置の開発

診



森林機能

■河川流域・水質の保全

■森林と河川生態系のつながりの解明

■有用樹木のクローン増殖技術の開発

■樹木の香りを活用した商品開発

トゲなしタラノキの選抜・増殖
と「たらの芽」の産地形成

ヤチヤナギ利用
化粧品香

樹木の香りのチーズ
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北海道加工食品コンクール
「北海道知事賞」 受賞！

食

水



試験区分【森林科学】の紹介
（募集要項から抜粋）

１ 試験区分、採用予定数、主な職務内容、勤務予定箇所

試験区分 
採用

予定数
主な職務内容 勤務予定箇所

森林科学 若干名 林木の育種育苗に関する試験研究 林業試験場

３ 求める人材

試験区分 求める人材（専門分野等）

森林科学 森林科学に関する専門知識を有する者


